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甲賀市の将来像
「人  自然  輝きつづける  あい甲賀」

ま
ち
づ
く
り
の
５
つ
の
目
標 甲賀市総合計画基本構想

生活の安心感をみんなで育てる
自然環境を大切にし、
　暮らしの豊かさにつなぐ
安全で快適な生活の基盤を整え、
　まちの活力を高める
地域の特性を活かし、
　元気な産業を伸ばす
たくましい心身と郷土への
　誇りをもつ人を育てる

　

新
名
神
高
速
道
路
開
通
の
翌
日
、市
内
に
今
年

一
番
の
雪
が
降
り
積
も
り
ま
し
た
。さ
す
が
最
新

の
技
術
、体
制
を
整
え
た
道
路
で
特
に
大
き
な
事

故
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
年
は
い
つ
ま
で
も
雪
が
降
り
続
く
印
象
が
あ

り
ま
す
が
、間
も
な
く
サ
ク
ラ
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
す
。

　

近
年
サ
ク
ラ
を
題
材
に
し
た
歌
が
ヒ
ッ
ト
し
て

い
ま
す
、こ
れ
に
は
、サ
ク
ラ
の
開
花
が
早
く
な
っ

て
き
て
い
て
、ま
さ
に
卒
業
式
な
ど
旅
立
ち
の
時

に
リ
ン
ク
し
、咲
き
、散
り
す
る
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な

様
子
が
感
情
に
訴
え
る
か
ら
と
い
う
説
が
あ
り
ま

す
。こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
地
球
温
暖
化
の
影
響
が

出
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

サ
ク
ラ
の
風
景
は
毎
年
あ
り
ま
す
が
、毎
年
心

に
残
る
も
の
で
す
、今
年
の
サ
ク
ラ
ソ
ン
グ
は
ど

ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。ち

●国民健康保険税（12期）

●保育料・幼稚園使用料

●介護保険料（12期）

●公共下水道使用料・農業集落排水施設使用料

納期限は
3月31日㈪
です。

市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。

下山川砂防堰堤群
しも　 やま　　がわ　　さ　　　ぼう　　 えん　　てい　　ぐん

　信楽高原鐵道紫香楽宮跡駅近
くの東海自然歩道を歩いていく
と、心地よい水の音とともに小
さな堰堤が現れます。
　この堰堤は、大戸川に注ぐ下
山川の土砂流出を抑えるため造
られた砂防堰堤で、４つの堰堤
が連なっています。
　明治30年から34年に造ら
れ、昭和28、33年の災害によ
り一部決壊しましたが、修復さ
れ今も河床の侵食や、崩壊防止
に役立っています。
　花崗岩を切り出して造られた
石が丁寧に積み上げられたこの
堰堤は、コンクリート製の砂防
ダムとは違い、あたたかい雰囲
気を醸し出し、周りの緑豊かな
自然に溶け込んでいます。

信楽町牧

n

下山川堰堤

n

下山川３号堰堤

n

下山川２号堰堤

n
甲
南
町
池
田
地
先

誤：甲南町　山口　光貴さん

正：甲南町　山口　光貴さん

■お詫びと訂正
2月１日号の19ページ窓口だよりの「お誕生おめでと
う」で誤りがありました。お詫びして訂正します。

やまぐち　　みつ き

やまぐち　　こう き

花 木 鳥ササユリ スギ カワセミ

甲賀市のシンボルとなる
花・木・鳥が決まりました
旧町で定められていた花・木・鳥は、
これからも身近な地域のシンボルとし
て大切にしていきます。

しがらきぐうし
紫香楽宮跡 下山川3号堰堤

下山川2号堰堤

下山川1号堰堤
下山川堰堤
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